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重交通な高規格道路において、鋼合成鈑桁橋のRC床版を、3断面分割施工方法で取り替える
計画を行い、その際の設計・施工上の課題を整理したので、ここに報告する。

中間施工時に通常よりも施工占有幅が狭くなることから、これに対応できる自走式床版搬送

据付装置を活用した施工方法を提案した。また、対象橋梁が合成桁であるため、取替時は一

時的に合成断面ではなく鋼桁断面のみで抵抗することになり、既設桁の応力超過が懸念され

た。よって、施工途中は取替レーンの主桁のみ鋼桁断面として施工ステップ毎の応力照査を

行い、既設桁に対して適切な予補強を計画することで施工が可能となることを確認できた。
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図-1 検討対象：橋梁一般図及び標準断面図 

図-2 施工ステップ 

多断面分割施工における鋼合成鈑桁橋の床版取替工法の検討 
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１．はじめに 

高速道路ネットワーク機能を長期にわたって健全に保つため，ライフサイクルコストの最小化・予防保全や性能

向上の観点から，高速道路リニューアルプロジェクトが進行中である．なかでも重交通区間における床版取替工事

においては，社会的影響を最小限にする多断面分割施工の要求が高まると想定される．本論文は，日々膨大な交通

量を支える高規格道路で，鋼合成鈑桁の RC 床版をプレキャスト PC 床版(以下,「PC 版」という)に取替える工事の

工法検討を行った業務を対象として，3 断面分割施工を実現するために設計上の課題および施工上の課題を整理し

たので，ここに報告する． 

２．重交通区間における 3 断面分割施工の施工ステップ 

今回床版取替工法を検討する橋梁は，上下線分離構造の下り線，支間長 42m，

有効幅員が約 13m の鋼単純合成鈑桁橋である．(図-1 参照) RC 床版から PC 版

に取り替える際に 3 断面分割施工を採用することにより，施工中も 2 車線の

供用確保が可能となる．ただし，中間床版を撤去・新設するⅡ期施工時には，

床版撤去時に鋼桁 1 本の不安定構造となるため，仮設桁(補強横桁)による補

強案を採用した．(図-2 参照) 建設時の計算書より概略検討した結果，既設

構造物重量≒160ton(鋼桁 80t＋床版 80t)に対し，仮設桁重量≒16ton が約

10%程度となり，既設鋼桁への影響を無視できないと想定されたため，既設橋

梁の格子解析による詳細検討を実施し，既設鋼桁の応力度及び変移量を算出

し，鋼桁の補強量や設置位置の検討を行う必要があった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工時の解析を行うにあたり，架設機械等の荷重を考慮する必要があり，使用する架設機械と施工要領について

まず検討する必要があった．また，今回 3 断面施工を採用するために，通常よりも施工占有幅が狭くなることに着

目し，Ⅱ期施工時の床版取替えの施工方法を検討した． 

３．Ⅱ期施工時の施工幅に対する対策 

通常，分割断面の床版取替の施工には門型クレーンを使用するが，Ⅱ期施工時の門型クレーン支柱間隔はヤード

幅員との関係から 2.4m に制限され，トレーラー運搬車による PC 版の直接搬入ができないため，PC 版運搬台車での
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図-3 PC 版運搬台車での小運搬 

門型クレーンへの接触 

図-4 門型クレーンと PC床版の干渉 

小運搬が必要であることが判明した．(図-3 参照) さらに新設 PC 版の幅寸法を考慮すると搬入時に門型クレーンと

接触するため，これを回避するには PC 版を傾けて運搬する必要があり(図-4 参照)，吊荷の不安定さから PC 版が幅

員から逸脱し通行車両への影響が懸念された．そこで，PC 版をトレーラーから直接取り受け，把持した状態で前後

進・旋回・床版の上げ下げができ、正確かつスムーズに床版の据え付けまでの一連の作業を単独で施工可能な自走

式床版搬送据付装置（図-5 参照）を採用する工法を検討した．施工は撤去・新設床版をクレーンで吊上げ運搬トレ

ーラーの上空を超え，自走式床版搬送据付装置の手前に置き、前後に移動しながら撤去と架設を実施する．この際

の注意事項として，クレーン旋回時に幅員を逸脱するため，車線規制が必要である．(約 10 日間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．各ステップ解析による鋼桁応力照査及び補強検討 

前項にて検討した施工要領および架設機械の荷重を踏まえてステップ解析により既設鋼桁の応力照査を実施した．

また，対象橋梁は合成桁であるため，供用化での床版撤去状態を計算に考慮する際，活荷重載荷時において合成断

面ではなく鋼桁断面のみで抵抗することになるため，既設鋼桁の応力超過が想定される．したがって，施工中は，

取替レーンの主桁のみ鋼桁断面とし，その他の桁は合成断面として仮定し解析を行い，主桁への負担軽減を図った．

上記を踏まえ，ステップ解析及び応力照査を行った結果，取替レーンの主桁上フランジにおいて僅かに応力が超過

することが判明した.そのため，主桁上フランジ側に補強を施すことを想定したケースの解析及び応力照査を行っ

たところ，許容応力内に収まることを確認した．（表-1 参照.） 

５．まとめ 

以上の検討の結果，３断面分割施工において，自走式床版搬

送据付装置を採用することにより，施工方法の実現性が確認さ

れ，また施工中の鋼桁に一時的に発生する応力超過には適切な

補強を施すことにより，設計上の課題を克服できることが確認

された．今後は補強部材の軽量化(FRP 適用等)や，プレキャス

ト壁高欄採用による工期短縮の検討も進めていきたい。本検討

の結果が，社会的影響を最小限に抑える鋼合成鈑桁橋の多断面

分割施工の実工事適用への一助となることを期待したい． 
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表-1 応力度照査結果 
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自走式床版搬送据付装置 

図-5 自走式床版運送据付装置 

自走式床版搬送据付装置 
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